
2023年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL56023A07）

  

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ベナン I101 ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ 20～45
歳のみ 個別 新規 2年 ・2024/1 ・2024/2 ・

2024/3

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

社会問題・マイクロファイナンス省

2）配属機関名（日本語）

コメ福祉センター

3）任地（ モノ県コメ市 ） JICA事務所の所在地（ コトヌー ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 車 で 約 1.5 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

同省は、全国約80か所に福祉センターを配置し、地域の社会的弱者に対する支援を行っている。ベナン南西部のモノ県
コメ市(幹線道路沿いの平地に位置する中規模の街)に位置する同センターは、日本の地方自治体の社会福祉課のような
役割を担っている。人員不足及び予算不足の中、各種補助金の窓口業務、カウンセリング業務、障害者の生活支
援、CBR(地域根差したリハビリテーション)活動の実施、女性グループ支援、医薬品購入補助、孤児などの学費支援等
多岐にわたる業務を担当している。1日当たりの相談窓口利用者は平均3人程度。任地の主要産業は商業と湖水面漁業。
同配属先への隊員派遣実績はない。

【要請概要】
1）要請理由・背景

同センターは、地域住民の抱える社会的な問題に対応するため、相談業務及び諸手続きに関わる窓口業務を行っている
が、慢性的な人員不足と資金不足を抱えている。そのため、地域住民の現状把握や生活支援、各種啓発活動等の主にセ
ンターの外で必要とされる業務が十分に実施できていない状況である。センター内の日常相談業務の支援に加え、地域
内の社会的弱者を支援する啓発活動、生活改善支援等を目的に隊員の要請がなされた。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

配属先同僚と連携し、以下の活動を行う。
1. 同僚ソーシャルワーカーの各担当業務(家庭内の問題解決支援、社会的弱者グループ支援、障害者支援)のうち自分が
得意な分野の活動をサポートする。
2. センターが管轄するコミュニティにおいて、社会的弱者の生活改善を目的とした啓発活動を企画・実施する。
3. 現場の需要に応じて、管轄地域内の社会的弱者(特に障害者や女性)グループが行う活動を支援する。
4. 相談受付補助や書類整理・作成補助(パソコンを利用した書類作成指導含む)を通して、センターの業務効率化に取り
組む。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

センター内執務席

4）配属先同僚及び活動対象者

配属先同僚:
センター長 (女性、30歳代)、社会福祉士3名(女性、30～40歳代)、研修生若干名
活動対象者:

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


地域住民、社会的弱者グループ(女性、障害児・者、高齢者、孤児等)

5）活動使用言語

フランス語

6）生活使用言語

その他

7）選考指定言語

英語(レベル:C)又はフランス語(レベ
ル:D)

【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（実務経験）2年以上　備考：支援対象の同僚が
同職種のため

[参考情報]：

　・社会福祉に係る相談業務経験

　・生活改善に関する知識や経験

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（熱帯雨林気候）　気温：（25～35℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（不安定）

[水道]：（不安定）

【特記事項】
安全対策上、隊員はバイクタクシー利用不可。電気・水道は不安定であり、不定期に停電・断水あり。赴任後、現地語
学研修を行う。
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